荷重立位周期的水平揺動刺激と筋電気刺激による筋力維持・廃用防止法
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〈研究目的・応用の可能性〉荷重立位周期的水平揺動刺激によって変形性膝関節症患者においては歩行と同レベルの機械的刺激が軟骨代謝を促進し膝痛が軽減し、糖尿病患者では骨格筋における糖輸送担体 GLUT4 を細胞膜へと translocate させてインスリン非依存性ブドウ糖取り込みを促進し、長期訓練効果としてはGLUT4の量を増加させてブドウ糖取り込み能力を改善する効果が見られた。この運動はそれだけでも簡便でユニークな運動であるが、これに筋収縮においては逆リクルートメント特性を持つ電気刺激を併用することでさらなる効果が得られると考えている。
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　健常若年者を対象とした基礎実験では立位荷重時に足部の乗ったスライド板を前後水平に揺すると体幹および下肢筋に著明な筋収縮を引き起こすことが観察された。周期的スライド板振動に対し下腿筋群や足底部の体性感覚からの入力によって姿勢制御が行われ、いわゆる ankle strategy が作用していた。荷重立位周期的前後動揺刺激ではankle strategyパターンが交互に高速に反転するため、あたかも下肢前面と後面の筋群が共同収縮を起こしているように見られる。

　筋電気刺激は身体外部より電気刺激により末梢神経を刺激して筋収縮を誘発するものであり、寝たきりの患者や麻痺性疾患で自発的な運動ができない患者にも運動効果をもたらすことができる。最近になって、電気刺激による糖代謝改善効果などをはじめとしたエネルギー代謝・糖脂質代謝を活性化する手段として電気刺激を用いる研究が始まっている（Moritani,2002）。一方、適度な電気刺激は神経突起の伸長を促進することが報告されている( Bolshakov, nature neuroscience, 2000 )。我々も特殊な培養神経細胞により薬物や物理的刺激の作用の解析を行っている（ 加納、2000 ）。

　本研究は優れた特性を持つ周期的なClosed Kinetic Chain運動とそれに同期した筋電気刺激を組み合わせる非常にユニークな取り組みであり、従来このようなシステムは皆無である。
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